
 

 

 

 

 
 

２学期が始まりました。大好きな４年生のみなさんの元気な顔を見ることができて、

先生方も元気をもらいました。 
 

４年生のみなさん、１学期は、１年生から３年生のまとめ役として、やさしく声をか

けたり、下級生を気づかったりする姿をたくさん見ることができて、おどろきました。 

また、いつも明るい笑顔で学校生活を送っている４年生のみなさんから、たくさんの

元気と勇気をもらいました。ありがとう。 
 

「４年生は１～３年生のまとめ役」。まとめ役とは、えらそうにする人ではありません。

まわりのことを考えて行動できる人です。困っている人を助けることのできる人です。

自分から進んで行動できる人です。そんな姿が、下級生のあこがれになっていきます。 

２学期も、１年生から３年生があこがれるような素敵な上学年としてがんばってくだ

さい。とっても期待しています。 
 

大切なことは、「できる、できない」ではなく、「やるか、やらないか」でしたね。

だれだってできないことがあります。失敗することだってあります。でも、失敗しても

だいじょうぶ。うまくいかなくたって大丈夫。やり直せばいいのです。 

１学期に４年生のみなさんが成長できたのは、いろいろなことにちょうせんし続けて

きたからです。まずはやってみること、ちょうせんすることが大切です。やっているう

ちにできることが増えていきます。自信がつきます。これからもがんばりましょう！ 
 

そして、４年生のみなさんは、４月になると５年生になります。５年生は高学年です。

高学年は学校を支える学年です。だから、自分のことだけではなく、学校や友達のため

に何ができるかを考えて行動できる人になってください。 

そのために２学期は、進んで行動する力、相手を思いやる力、責任をもってやりぬく

力をつけていきましょう。きっと４年生のみなさんなら「できる！」と信じています。

だって、１学期にたくさんがんばった４年生なのですから！ 

２学期の終わりには、「高学年になるじゅんびができた」「学校や友達のために〇〇

ができた」と、むねをはって堂々と言えるようにがんばりましょう。 
 

４年生のみなさんが、笑顔いっぱい、元気いっぱいで、友達と力を合わせてがんばる

ことを、滝田先生、三瓶先生と楽しみにしています。 
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文責 校長 佐久間誠 今年度１年間をかけ、次年度の特設活動をどのようにするかを検討していきます 


